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作品部門

西予市庁舎
〈2012年 1 月号〉

所在地―愛媛県西予市宇和町卯之町三丁目434番地 1
発注者―西予市
設計・監理―株式会社東畑建築事務所
施工―建築　戸田・東部・平野特定建設工事共同企業体
　　　電気設備　四電工　宇和島営業所
　　　空調設備　ダイキンエアテクノ　四国支店
　　　給排水衛生設備　重松兄弟設備

米井　寛　よねい・ゆたか
1984年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　執行役員大阪事務所副所長
主な作品
武庫川女子大学総合薬学教育研究棟（2008年）
武田薬品研修所（2010年）
広島法務総合庁舎（2011年）

今野直史　こんの・なおふみ
1987年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　大阪事務所設計部長
主な作品
吉野川市立山川中学校（2009年）
鳥取医療センター（2012年）
社会医療法人弘道会寝屋川生野病院（2013年）

三宗知之　みつむね・ともゆき
1998年　株式会社東畑建築事務所入社
現在　大阪事務所設計部主管
主な作品
京都市左京区総合庁舎（2011年）
大阪大学テクノアライアンス棟（2011年）

愛媛県南部に位置する西予市は、豊かな自然とすぐれた伝統文
化に恵まれた人口 4万 2千人のまちです。市庁舎は、JR予讃線
卯之町駅前の敷地に、 5町が合併して誕生した西予市の新しい
シンボルとして計画されました。
高齢化と過疎化が進む地域にあって、私たちは、市民の利便性
向上に最大限配慮するとともに、災害に強く、環境に配慮した
庁舎を目指しました。特に、市民の「居場所」となり、イベント
開催などの交流活動のスペースとなるパブリックスペースとし
て、庁舎前の「大庇」やエントランスホールと連続する「市民
ロビー」を計画しています。
西予市は「宇和檜」などの森林資源に恵まれ、内部空間に西予市
産木材をふんだんに用いた「木の庁舎」としています。圧縮、
防火等の加工技術により、床、壁、天井の仕上げだけでなく、
カウンターや議場の照明器具なども地域産材を用いたデザイン
としました。
また、西予市「バイオマスタウン構想」の一環として、木質
ペレットを使用した冷温水発生器による空調システムを庁舎の
一部に採用しています。

撮影　時空アート
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作品部門

京都銀行茨木ビル
〈2012年 4 月号〉

JR茨木前に建つ銀行支店とテナントオフィスの複合ビルです。京都銀行の
拠点である京都の町家をその構成に参照し、大阪と京都を結ぶ宿場町であった
茨木の伝統的な千本格子をファサードに参照することで、京都と茨木の歴史を
深層／表層的に重ね合せるデザインを目指しました。
京町家の坪庭や通庭を立体的に翻訳し、都心部の隣地建物に囲まれた「うなぎ
の寝床」でありながら積極的に自然環境を取り入れることを意図しました。
北側に坪庭、西側には隣地建物に囲まれたヴォイドを穿ち、通庭に見立て、その
「庭」によって柔らかい自然採光と通風が可能になります。またリフレッシュ
バルコニーや屋上庭園を設置し、直接外気に触れる空間も組み込みました。
ベイスギの千本格子はRCの庇と組み合わさり、日射による熱負荷を低減する
と共に、無機質なオフィスに質感を与え、庇の影とガラスの反射と重なり
合い、奥行きあるファサードを重層的に演出します。

長谷川淳　はせがわ・じゅん
1984年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部　設計第7部長
主な作品
アシックス本社東館（2009）
立命館大学BKCインテグレーションコア他（2010）
立命館大学衣笠新体育館（2013）

松本伸洋　まつもと・のぶひろ
1992年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部設計グループ長
主な作品
ハービスエント（2004）
御影クラッセ（2008）
武庫川女子大学栄養科学館（2011）

藤原浩士　ふじわら・こうじ
1994年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部
主な作品
堂島クロスウォーク（2008）
ジオタワー宝塚（2010）

所在地―大阪府茨木市西駅前町5番 1号
建築主―株式会社京都銀行／京友商事株式会社
設計・監理―株式会社竹中工務店
施工―株式会社竹中工務店

伊藤剛　いとう・ごう
2003年　株式会社竹中工務店入社
現在　大阪本店設計部
主な作品
西宮ガーデンズ（2008）
京都銀行茨木ビル（2012）

撮影　古川泰造
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作品部門

ヒガシマル食品　新工場
〈2012年12月号〉

所在地―兵庫県たつの市龍野町日飼188
建築主―ヒガシマル食品株式会社
設　計―KAJIMA DESIGN
監　理―鹿島建設株式会社関西支店品質監理一級建築士事務所
施工者―鹿島・進藤共同企業体

吉野博史　よしの・ひろし
1988年　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部担当部長
主な作品
虎屋 京都工場
大鵬薬品工業 北島工場

細田尚宏　ほそだ・なおひろ
1996年　鹿島建設入社
現在　関西支店建築設計部主査
主な作品
生長会 府中病院西館
佛教大学 二条キャンパス1号館

計画に先駆けて、我々は龍野のまちに 3つのエリアからなる歴史軸を見出
しました。
・「歴史」：豊かな緑を背に、城下町として栄えた歴史的まちなみエリア
・「近代」：ヒガシマル醤油第一工場を中心とした近代の表情が残るエリア
・「未来」：駅前周辺整備事業の進むこれからのまちなみエリア
そして今回の計画地をその「歴史・近代」と「未来」の間と位置付け、
プログラムを展開しました。
例えば、「歴史」エリアからは切妻屋根や白壁といった伝統的要素を継承
し、「近代」エリアからはレンガタイルやRC打ち放しといった素材的要素
を取り込みました。そして、「未来」に対して、新しいまちなみの指針と
なるデザインを試みました。
このように「伝統」と「革新」の共存をテーマに、街づくりに貢献する
工場を計画しました。

北西側外観

西側構内道路夕景

南側公開空地

撮影　野口兼史（K，s Photo Works）
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－いま思うこと－
　今、構想中の小さな礼拝堂の、内部空間のス
ケッチの手を休めて、パステルの色のついたまま
の指で鉛筆を持って、この文章を書き始めました。
　「光」は、建築空間の本質ですし、「窓」は、
それを建築として形づくる時の、最も大切な
要素ですから、「光と窓」について考えること
は、建築家については、常に大きな喜びです。
そのことについて、私なりに、設計しながら、
本を読みながら、あるいは旅をしながら、折
にふれて考え続けてきたことを、「建築と社会」
誌上に書かせていただいたことは、とても嬉
しいことでしたが、その上に、その文が賞に
選ばれることは、誠に光栄なことです。
　人として、この世に生を与えられて七十五
年、建築設計を自分の道と選んで五十年、今
ここで改めて思うことは、建築という芸術
（技術）が、天上から私達の上に降り注ぐ、太
古の昔から変わらぬ光の中で成立している芸
術だ、というこの単純明快な本質です。
　この世は、確かに、絶えず変わり動いてい
きます。その変動は、益々激しくなっている
かもしれません。だから、建築も、そして人
間も、それに応じて変っていかなければなら
ないと主張する声も大きく聞こえます。しか
し、変化する世なればこそ、建築は、変わら
ぬものの上に立ち、続いていくものを見つめ
つつ、作っていかねばならない、と私は思い
ます。そういうことを、もう一度、これを機
会に、しっかり考えてみたいと思っておりま
す。私の小論に目をとめて下さった選考者、
並びに誌者の方々に心から御礼申し上げます。

論考部門

建築と窓〈2012年 7 月号〉

香山壽夫
　働き盛りの49歳の時、阪神・淡路大震災が
起きました。そして、私の人生が変わりまし
た。この震災以降、災害の問題を議論すると
きに、いつも被災者がその中心に位置するよ
うになりました。そして、防災・減災の研究
は実践的であらねばならないと確信し、この
評価が、いつも頭の片隅に位置するようにな
りました。そして、防災・減災に関係するこ
とであれば、何にでもチャレンジするという
姿勢を続けてきました。
　あの 3月11日、神戸の兵庫県公館で朝か
ら、阪神・淡路大震災記念　人と防災未来セ
ンターが主催で、東海・東南海・南海地震に
関するシンポジウムをやっている最中に、東
日本大震災が起こりました。天井のシャンデ
リアやスクリーンの揺れから、「どこか遠くで
プレート境界地震が起こっている」と判断し、
すぐに講演を中止しました。そして、翌日、
宮城県に先遣隊を派遣し、センターは 6カ月
間、被災地支援に奔走しました。
　私自身もその激動に身を置きながら、政府の
復興構想会議や専門調査会で、将来の「想定
外」災害にどのように備えるのかに関する意見
を述べてきました。その姿勢は、その後設けら
れた防災対策推進検討会議や、防災対策実行会
議でも継続しています。わが国の防災、減災
対策の基本理念となった「想定外を繰り返さ
ない」ために、災害を取り巻く“リベラル・
アーツ”と“テクノロジー”の知識を総動員す
ることが求められています。そのときまとめた
一論考が受賞対象になりました。私にとってま
さに「想定外」であり、感謝にたえません。

論考部門

『想定外』を繰り返さない
〈2012年 8 月号〉

河田惠昭
　「残すことはつくること」は20年来の私の
保存論だが、建築家の一部からの評価をいた
だいているものの、建築史関係者からの理解
は得られないままなので、今回の受賞には驚
くとともに、背中を押していただいたと感謝
している。
　私は日本近代建築史の研究者で、｢伝統｣ と
か「空間」｢文化｣ など、建築に関わる概念と
デザインとの関係を中心に研究してきた。た
とえば、建築家が「日本的なもの」をどう考
え、どのように表現してきたかとか、｢空間｣
という概念がいつ頃日本に導入され、それに
よって建築の見方がどう変わったかというよ
うなことであり、言説の真偽によりも、その
言説を成り立たせる枠組みのほうに関心を寄
せるということである。
　 ｢保存｣ についての関心もその一環である。
私は ｢保存｣ には正解はないと考えている。
それは矛盾に満ちた概念で、近代特有の制度
が反映した政治的な概念でもある。そこにど
のような意味を見いだせるかが、私が考え続
けてきた問題で、それに対する私なりの答え
が ｢残すことはつくること｣ なのである。
　近年、モダニズムの建物が部分保存や外壁
保存というかたちで残される例が見られはじ
めた。私はそれに対して危惧を感じている。
それは80年代からの景観行政を無批判に踏
襲しただけで、モダニズムの建築的・建築史
的価値が軽視されているからである。｢保存｣
に、より多くの意味を見出すことがいま求め
られていると思う。

論考部門

歴史的建造物の保存活用
－残すことはつくること－

〈2012年11月号〉
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̥͇̹ఱ̞̳̈́̽̀͘ͅȃ࠺ಃഎ̠͂ͅ࡞

έȜΡ͈ΟΎͼϋͬ၂̱̱̞͂̀̽̀͘

̳̫ͥͭ́̓Ȃ̷̭͈ͦ́ఱ͈ॽ̜̦̫ڥ

͈̺̹̞̞ͥ̽ͣ̈́͂এ̞̳͇͘ȃΟΎͼϋ

ͬ༲̢̳̭̜̱̦̦̹̞͂ͬ̀̈́ͣͭ͊̽͂

̠̲̳͇ۜ́ȃ

髙砂ȁৡ̥ͣࢫ࠲༗ࡏΓϋΗȜ̞̫ͥ͢ͅ

̠̱̹̳͇ͭ́ͅȃ̷̭ͬȶঌྦྷυΫȜȷ͂

Ⴒ̱̱ࠫ̀̀͂ۼߗȃ̳̠̞́ͥ́ͭ͢ࡤ

͙̱̹̞̠͈̦͂২̞̠̥ٛ͂౷֖ͅٳ

̥̹̩༷̳͇ͦ̾ͤ́ȃ୰ྶͅచ̱̭̠̞̀

̠࿂ͬश̵̧͓̳ͥ́ȃͼιȜΐ̧́ͥ͢

̠ͅȃ

田中ȁ̧̳̩̽ͤ͂̈́ྙ࠹Ⴏ̯̹̲̦ͦۜ

̜̳͇ͤ͘ȃ

田中ȁȶނസ࣐֟߆࿐Ϋσȷ͉̞̥̦̱́͡

̠̥ȃ

髙砂ȁނസ͈ͬزΫσͅ౾̧̢̹۟࠺́

̳͇ȃુ͉Ϋσ͂Ϋσ͈̞ͭྫ̦ۼࠤ͉ۼ

̴̳̫̭͉́ͦ̓ͦ̽͂͜ષ́ͬ͘ۼࠤ୭̫

̞̀ͥȃ̠͈͢ͅزΫσ͈̥̦̈́ͅවͤ

এ̧̞̥̞͉͈͂̈́́ͥ́͘ثຳ͉ບࢥ͚ࣺ

̱̹ȃ࿐͈ڒঊ̹̩̯ͬͭঀ̞͈̽̀ͥ́

̥̯̦̜̳͇ͣͤ͘ȃ

田中ȁఱ̧̈́࠺͉́ྫ̞̳̦́ȂέͻΑ

Ϋσ͈͈֚̾κΟσ̩̞ͬ̾̽̀ͥါள̦̜

͈̥ͥ̈́ȃͬͦၠ͈ܨߗ৾ͤ͞ව̹ͦͥ͛

ͅ࿐ͬփੴഎ৾ͤͅව̻͙ͦ̀ͬ͘ै̽̀

̞ͥȃ̱̥͜κΙȜέ̦Ȃഥൡഎ̥̈́ͣز

อே̱̹͈̩͉ͬ̀̈́́͜؍ਸ̩̞̞́ͅࠒ

͈̦࿂ฒ̞ȃ̧̭̦́ͦ͊ͦίυΛΠΗͼί

̈́̽̀ͅ౷֖͈ಎ̠̩̞̦́̈́̀̽͢ࠒॽڥ

̫̯ͬ̽͂̽͂ͦͥ͂͜͜ၻ̞͈̥̈́͂এ

̞̱̹͘ȃ

髙砂ȁ̦̜͈̦̥̹̳͇ͥ̽́͢ȃ

田中ȁ̷̠̳͇́ȃ̭͈କ͈ρͼϋ̦ၻ̥̽

̹̳͇́ȃ

谷口ȁނസ͈̈́́ȂȨ͖̾ȩ͈̞ͬͥ̀̽࡞

̦ȂȶαΗ̈́͞ȷ͂এ̞̱̹͇͘ȃȪઢ̞ȫ

井上ȁ࿐ऺ̦ࢹ௮എͅܨ̦͈̞̞̱̈́̀߸۾

̳͇̈́ͤ͘ͅȃٸͅ࿐ऺͬঀ̧̹̽͂ͅࠐ

ා་̥̳̠̥́ͭ̈́̓ͭ̈́اȉ̥͂ȃ

谷口ȁιϋΞϋΑ͉ఱ་̱̠͇́͡ȃ

髙砂ȁ΄ρΑ͈ඤ௰ͅව̞͈ͦ̀ͥ́ιϋΞ

ϋΑ̦ြ̢̠̠̱͈̞ͥ́ͥ̀͢͡ͅࣉȃ

田中ȁ΄ρΑ͈ඤ௰ͅව༹͉ͦͥ́͜ٸ٬

ম႕͙̳͇ͬ͘ą̭̞̑ͦͅතͦ̀ട͛ͣ

̞ͦ̀ͥ̈́͂এ̞̳͇͘ȃ

田中ȁȶΪ΄Ώζσȁ૧ࢥાȷ͉̠̓́

̳̥ȃ

髙砂ȁ̭͉ͦၻ̥̹̳͇̽́ȃົ౷͉̩ࢩȂ

Ȃਔ͉ͤਯ౷́Ȃ̷̦̫̳̩́ͭ̈́߃͈פ

͈ͦͣਯͅၪ̱̀Ȃ࠺ͬြ̺̫ͥ૯

ͭಎ̵̀͢ͅΜͼϋΗχȜ͙̹̞ͅˎ̞̾ࣞ

Ȃ̜ͤ͘ਔսͅգทۜͬဓ̢̞̈́̀࠺ͬ࠺

̩༷̱̞̾ͤͬ̀ͥȃਔս͉ြ̺̫ͥႂ́

ս̱̤̠̱̞̳̽̀͂̀͘͘ȃ࿐͈σȜΨȜ

̦̜̳̦ͥͭ́Ȃୌͬ৭̹͈̥ͥ͛̈́͂ड

এ̹̳̦̽ͭ́Ȃ̭̭͈૽̩͂ͅਔ͈ͤ

ਯ̦͈̦́ͥͦͣ࠹͈ͬͥͦͣࡉণͬ

ΛΠ̳̹ͥ͛ఱ̧̈́σȜΨȜͬঀ̞̽̀ͥ

̞̠̭̱̹͂͂́ȃ̭͈ΜͼϋΗχȜ͉SD௮

́Ȃ̭͉ͦͅٸͬإჃ̯̞̹̺̞̠ͣ̈́͛͂

୰ྶ̧̞̹̺̱̹ͬ͘ȃ

田中ȁ۪̭͈̀͂͂͜͜ޏփে̯̞ͦ̀̀Ȃ

͈ࣽٝર̳͉̞̥ͥ͌͂̾́̈́̈́͂ͅএ̞

̳͇͘ȃ̩̀ྫ̦ྙ࠹ΑΛ΅ς̱̞̳͇̀͘ȃ

髙砂ȁ̩͉̿ͤ౷ાॲު̳̦́Ȃ̷͈̹

͈͛ဃକͬȂ̱̱̱̈́͋̽ͅၠ͉́ރ

̞̱̀̀͘Ȃ̭͈ٛ২͈ͼιȜΐ̳̩ͬ̾

̞̳͇ͤ̈́̽̀͘ͅȃ

田中ȁતٚȂΆλρςȜ͉̜̱̈́̓ͤ͘

̹̥ȃ

髙砂ȁಓ̵̦̹̱́ͭͦ͘ࡉ͙́ݝȂઁ̱͉

ജা̦̜̳ͤ͘ȃࢥા͈အঊ͉ڠࡉ̥ͣٸ

̷̧̠̳́́ȃ

田中ȁࢥા̱̹̞̭ͣͧͭ̈́͂ͬͅփে̱̹

̩̳͇̾ͤ́ȃ

谷口ȁ̭̻̽௰ͅၛ̞̽̀ͥ࠺͉̦͂̽ࠒ

̞̳̥̀̈́ͭ́ȃ

髙砂ȁασΠϋαͺȜ͇̳̞̦́̀̽͘ࠒȃ

̭̻͉ͣၠρͼΰ̳ȃ

井上ȁΏϋιΠςȜ́૯ͭಎͅၛ̞̽̀ͥͩ

̫͉̞̳͇́̈́ͭ́ȃ

田中ȁ౾̥࿂̦ဳ̱̞̈́ȃ

井上ȁΪ΄Ώζσ͉̠̩͘ാ௬ͬκΙȜέͅ

̨̨̱̀ͤͤ΅ΛΙν̲̞̭̈́͂ͧ́͂͛͝

̞̀ͥષ̯͙̹̞̭̦̜̈́͂ͧ̽̀Ȃ̱̥

̱̀ࠨ࿐ऺͬঀ̞̠̩ٜ͈࣐̽̀̀͘ၠࣽ͜

̞ͥ̈́͂এ̠͈̭͉́ͦ։ა̞̳͇̈́́

田中ȁ̞̞ບͬثೀ̧̱̹͘ȃ

■論考部門
井上ȁ͈̓͜අਬ̱̞͂̀͂̽̀̀͘͘࿂

ฒ̞̳́͢ȃ

田中ȁௗ͈අਬ̈́ͭ̀࿂ฒ̥̹̳͇̽́ȃ

全員ȁ࿂ฒ̥̹̳͇̽́ȃ

田中ȁࣝ५୶͈ȶ࠺ಃ͂ௗȷ͉Ȃ 2ষૣऔ

͉́ບ̦֚ث๔̞̳͇ࣞ́ȃ൳̲අਬ͈ႅ

̯͈ͭȶέͿσιȜσ͂ௗȷ͜Ȃຽ͈࠺ಃ

͈დ֑͂̽̀έͿσιȜσ͈ै̱ͬ̀ௗ

࿂ฒ̞̳͇́ȃ͉͈̞ͥ̀̽ࢊͬ

髙砂ȁέͿσιȜσٰ͈̥ͣ൚শ͈࠺ಃ̦̓

̠̺̹̥̞̠̭̥̞͈̽͂͂ͬͦ̀ͥ́ޟ

ྙ̦̜̳ͤ͘ȃ

田中ȁड͈߃ȶ࠺ಃ͂২ٛȷ͈ܱম္͉Ⴅഎ

̞̠̥͂ΛΓͼ໓̵̥̞̥ͦͥͅȂඋ͙

審査講評

第12回読者と選ぶ
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ਞ͈ͩ̽̀ဒְ͞ડͅΥσΆȜ̲ͬۜ̈́

̩̀Ȃ૧̱̞อ̧ͬޥ͞ࡉ̫ܱͥম̦ဳ̱

̞͂ુșএ̞̹̳̦̽̀ͭ́ȂέͿσιȜσ

͈ܱম͉̹̞͒ͭၻ̥̹̳͇̽́ȃࣝ५୶

͈ાࣣȂࡔത̧̥̞̺̫ͩͤ̽̀ͥͭ̓ਹ͙

͈̜ͥട༷̯̞̳͛ͬͦ̀͘ȃ

髙砂ȁ̭͉ͦა͂ڎა͈֑̞̳́͢ȃ

田中ȁȶேͤ߫ͬٸ༐̯̞̈́ȷ͈عന୶

͈ܱম͉̞̥̦̱̠̥́͡ȃ

井上ȁࡘब͉̱̀ͅ۾Ȃ̠̱̓̀͜ߔ౼̩̽͗

̱̞̳͇̈́̽̀͘͘͢ȃ

髙砂ȁȨ̠̱̓̀ୟޭഎͅࡘब͈͒৾ழ͙̦

̧̞͈̺̠̥́̈́ͧȩ̳̥͇́ȃ

田中ȁ̷͉̜ͦͥփྙ࿂ฒ̞̳͇́͢ȃ

井上ȁ̭͈අਬ͈ڎა 5ո͉ࣛߓఘഎ̭̈́͂

̥̞ͬͦ̀̀ཥ͉࿂ฒ̞̈́͂এ̠̳̫ͭ́

̓Ȃ 2ষૣऔ͈ບ͉ث೩̞̳͇ͭ́ȃম႕ͬ

ͅၛ̾͂এ̠̳̦ͭ́ȃ̢̞̯̀̀؋̥̱ͤ̽

田中ȁؖ୶͈ȶႤঃഎ࠺௮͈༗ంڰဥȷ

͉Ȃ̞̥̦̱̠̥́͡ȃ

髙砂ȁ̩͢ട̞̳͇̽̀͘͘ȃ

井上ȁ 2ষૣऔ͉́ຘ͉ව̞̞̳̽̀̈́ͭ́

̦Ȃ ྪ͈̻̹૽ࡋ͈٬໐අਬ͈ȶ4

ಃ࠺ؚ͈ࡣന࣪ฎȫ͉ྴعȷȪຊȇۼߗ̹͙

ܨໄ͙̹̞͈̈́ͬ͜ട̞͛̀̀ܲਹ̈́ࠏ͈ز

̦̳̳̫ͥͭ́̓ȃྶহఆ͜๑നܔঅ୶

̦ྶহఆͬٳ̧̳͈̭̩̮ͥ͂͂ͬ͢ం

̧́ॼ̱̩̞̀ͦ̀̀ܲਹ̳̫͇̈́ͭ́̓ȃ

田中ȁषඋͭ́ȶ̞̞̈́ȷ͂এ̠ა͂ࣉ 2

ষૣऔ͈́͘ࠐ̦̜ͤ͘ςϋ·̱̞̀̈́ȃ

̭͈ΆλΛί̠ࣣͬ̓ၑഎͅ୰ྶ̳̥ͥȂ൞

̢̳̥ͬȂඳ̴̢̱̞̞̈́͂̽͂ͭͥ̀ࣉ

̳̫͇́̓ȃ

田中ȁ̞̞ͧͧփ̦ࡉ̧̞̳̦̀̀͘ুڎ

3 - 4ത̠̱̱̭̬͂ͥ͘͡ͅݷȃ

髙砂ȁȶέͿσιȜσ͂ௗȷḀ̷̑ͦͣȂȶႤ

ঃഎ࠺௮͈༗ంڰဥȷȂȶ࠺ಃ͂ௗȷȃ

井上ȁȶέͿσιȜσ͂ௗȷ͂ȶႤঃഎ࠺௮

͈༗ంڰဥȷȃ4ത࿒̴͉͚̥̱̞̈́ȃ

谷口ȁȶ࠺ಃ͂ௗȷȂȶႤঃഎ࠺௮͈༗ంڰ

ဥȷȂ२׆୶͈ȶࣞႢ৪͈ਯ̞̩͂৾ͤ͘ے

ଷഽ͈࡛ે͂هఴȷȃ

田中ȁȶႤঃഎ࠺௮͈༗ంڰဥȷȂȶ࠺ಃ͂

ௗȷ̥ȶέͿσιȜσ͂ௗȷ̳̦́Ȃ̠͌͜

ȹͬ߫ͤ༐̯̞̈́ȷٸന୶͈ȶȸேعͤ͂

̱̠̥́͡ȃ

井上ȁ͙̯̦͙͈̹̬̈́ͭ͂ͥͬݷႤঃͅࠏ

̳͇̈́ͤ͘ȃ

田中ȁ̷̠̞̠փྙ̥̞̹ͣ̽ͣௗ̥ͣ 3̾

̳͇́ͭ͜ȃ

井上ȁ࠺ಃ̦ೄ࿂̱̞࡛̀ͥેͬྫণ̱̞̀

̞̠̥ͥ͂Ⴄঃͅ൪̬̞̥̀ͥ̈́Ȫઢ̞ȫȃࡘ

ब̥͂ࣞႢ̥͂اව̹͕̠̦̞̞͈̥ͦ̈́ȃ

২۪ٛ͂ޏ̳͈͇́͜ȃ

田中ȁ̷̞̩ͦ́͂ȶȸேٸȹͬ߫ͤ༐̯̈́

̞ȷ͉̠̳̥̓́ȃ

田中ȁ୶̴͉ȶ࠺ಃ͂ௗȷ͂ȶέͿσιȜσ

͂ௗȷ̳̦̻̥͍̱̠́̓ͣͬ͘͡ȃ 4ത

͈̠̻ 3ത̦൳̲අਬ̥ͣ͂̈́ͥ͂༊̳ͤ͘

̥͇ͣȃ̱̱༷̀͂͛͘ࠨȂ̭͈ 5૽͈փࡉ

֚౿̦ఱম̺͂এ̠̳̫ͭ́̓Ȃ 2ষૣऔ́

തତ̦ఉ̥̹͈̽ͬ͜ఄਹ̱Ȃ̷ͦͬ൩̢͘

̢̹̠́౯̳̞̠ͥ͂ΨρϋΑ̞̥ͥ̈́͜Ȃ

͂এ̞̳͇͘ȃȶ࠺ಃ͂ௗȷ͂ȶέͿσιȜσ

͂ௗȷ͉́ȶ࠺ಃ͂ௗȷ͈༷̦Ȃຘତ̦ఉ̩

උ৪̯̞̳ͤͦ̀͘͢ͅȃȶȸேٸȹͬ

߫ͤ༐̯̞̈́ȷ͜ঐা̯ͦຘ̞ͬ৾ͣͦ̀ͥȃ

ȶႤঃഎ࠺௮ȷ͜ຘତ̦ఉ̷̞͈́ͦ͜ఏ൚

͈̥̈́̈́͂ȃ̷ͭ̈́ΨρϋΆ̞̥̦̱́͡

̠̥ȃ

髙砂ȁ౷ૼ۾߸͉́ȶࡘब͈ণത̥͈ͣΕȜ

ΏλσΟΎͼϋȷ͜ຘ̤̳ͬ͂̽̀ͣͦ͘͢ȃ

谷口ȁ౷ૼ۾߸̞̩́̈́ͣே̞̦ഥ̩ͩ̽̀

ന୶̳͇́ȃع͉͈ͥ

田中ȁ̞̥̦̱̠̥́͡ȃඅ̮ͅփ̫̦̈́ࡉ

ͦ͊ոષ͈ 4ത́ࠨ̵̧̯̞̹̺̹̞̀͂

এ̞̳͘ȃ

＊
田中ȁ̱̲̹̭̳̦ࣽٝͬ̀ۜ͂́Ȃ͊

̞͈͉ͦ̀ͥაȂڎა̹͂̽͘ࡥιΐλȜ

̭̳̈́͂ͧ́ȃ٬໐අਬ͉́౷֖̥͂ځ

̩̿ͤȂ২ٛͬփে̱̹τεȜΠ͞ఱࡄ͈ڠ

൲τεȜΠ̦̜̱̹̦ͤ͘Ȃ̭͈͢ڰ͈ݪ

̠ܱ̈́মͬచય̱̹ͅȶરȷ̦̜̞̞̽̀͜

̵̥̱͇ͦͭ͘͜ȃڎఱ͈ڠ୶༷̽͂͜ͅ

ȶ࠺ಃ͂২ٛȷͅ࿒̫̺̹̞̫ͬ͊ͦ̀࢜Ȃ

ြ֥̥̱̞ٛ̈́ͥͦ̈́͜ڠ̦ȶ̜͈শ

ಫ̹̽ȷ͂এ̢̠ͥ̈́͢௷ͬॼ̵ͥȃ̹͘Ȃ

౷֖́৾ͤழ̞ͭ́ͥڰ൲ͬڰ̹̳͛ͥا

̧͈̥̫̽ͬै̜̬̽̀ͣͦͥȃȶ࠺ಃ͂২

ٛȷ̦̭̠̞̠ڰ൲͈อນ͈ા̞̠͂̈́ͥ͂

ণത̦̜̞̞͈̥̽̀̈́͂͜এ̠̳̫ͭ́̓Ȃ

̞̥̦̱̠̥́͡ȃଵ͈ࣽࢃ൦هఴ̱͂

̧̞̹̺̹̞̳͇̀́ȃ

審査会風景

■第12回読者と選ぶ「建築と社会」賞
　選考会
日時　2013年 4月22日（月）
　　　13：00～17：00
場所　日本建築協会会議室
選考委員
委員長　田中直人／島根大学大学院特任教授
委　員　井上雅人／武庫川女子大学講師
　　　　髙砂正弘／和歌山大学教授
　　　　谷口与史也／大阪市立大学教授

○1次選考結果
［作品部門－11点］
・西予市庁舎（1月号掲載）
・ケントク本社ビル（2月号掲載）
・浜松信用金庫湖東支店（3月号掲載）
・ トヨタ紡繊猿投開発センター 2号館（ 3月
号掲載）
・京都銀行茨木ビル（4月号掲載）
・フェリス帝塚山（5月号掲載）
・甲南女子中学校・高等学校（7月号掲載）
・ 京都産業大学壬生校他むすびわざ館および
付属中学校・高等学校（7月号掲載）
・正導会教団神野修行所（10月号掲載）
・ヒガシマル食品　新工場（12月号掲載）
・J-GREEN堺 DREEAM CAMP（12月号掲載）

［論考部門－10点］
・ 東日本大震災から学ぶ教訓と課題／室﨑益
輝（1月号掲載）
・ 広州花都文化芸術センター／遠藤秀平（ 5
月号掲載）
・ ネパールの学校建設現場も進行中／野田隆
史（5月号掲載）
・建築と窓／香山壽夫（7月号掲載）
・フェルメールと窓／小林頼子（7月号掲載）
・ 『想定外』を繰り返さない／河田惠昭（ 8
月号掲載）
・ 減災の視点からのソーシャルデザイン／室
﨑益輝（8月号掲載）
・ 高齢者の住まいを取り巻く制度の現状と課
題／三浦研（10月号掲載）
・ 歴史的建造物の保存活用－残すことはつく
ること－／藤岡洋保（11月号掲載）
・ 宇宙エレベータの構造～宇宙大量輸送機関
～／大野修一（12月号掲載）

● 本選考会では 1次選考でノミネートされた
全作品について審査されましたが、ここで
は選定された作品部門 3点、論考部門 3点
を主に取り上げ掲載しています。


